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1. 緒言 

痩身体型を志向する考え方は人々の間に深

く浸透していて、特に若年女性において顕著で

ある。厚生労働省（2013）によれば、男性と

女性の幅広い年齢層別の痩身希求行動（ダイエ

ット）の実状が報告されており、そこでは女性

で年齢が低いほどその割合が高いことが分か

っている。女性に対して「痩せたね」という言

葉は褒め言葉として受け取られることが多く

なり、その背景としては痩せを美しく思いマス

コミや雑誌などの社会的・文化的要因があるで

あろう。特に女性は「痩せていること＝ 美し

い」「太っていること＝嫌なこと」と捉える傾

向が強いように見受けられる。本研究では、女

子学生の BMI 値や体型の自己認識を調べ、痩

身願望との関連性について研究する。 
2. 研究方法 
本研究では、大阪府内の 3 つの大学の女子大

学生 18～22 歳の 51 名を対象として、留め置

き法によるアンケート調査を実施した。統計処

理には SPSS Statistics19（IBM）を用いた。 
3. 結果および考察 

調査した女子大生 51 人の自身の体型の自己

イメージの結果は、自身の身長に対して体重が

標準であるにも関わらず「自分の見た目は太っ

ている」と回答した者が多い結果であった。し

かし、自分の BMI 値を知らないと回答する者

が半数以上を占め、自分の健康体重を知らずに

ダイエットを行っている女子大生が多いと言

える（表 1）。 
表 1．自身の BMI 値（n=49） 

 
その時に行うダイエット法は主に食事制限で、

「自分の見た目を改善したい」という理由が一

番多い結果であった（図 1）。 

 
 なぜダイエットをするかの回答では「自分の

見た目が太っていると思ったから」という回答

が一番多く、自分自身を過度に太っていると思

い込んでいる事が伺える結果が得られた。 
 痩せ薬やサプリメントを摂取してダイエッ

トをする者は少なかった。痩せたいと思う理由

については「服をキレイに着こなしたい」と思

っている女子大学生が多い結果となった。その

他の回答では「恋をしているから」「健康の為」

等がみられた。 
4. まとめ 

メディアや雑誌等で好きなモデルや女優に

憧れ“あんな風になりたい”と思い、キレイに

なる事が＝痩せると認識している者が多いが、

リバウンドせず程よく筋肉がついた体型を目

指すには、正しいダイエット法を知る必要があ

る。今回の調査対象者の中で、現在もダイエッ

トをしている者は全体の 13％だった。現在も

行っている理由は、全員「シェイプアップ」で

あった。BMI 値に関わらず、“痩せて今以上に

キレイになりたい”という現実が明らかになっ

た。体型の自己イメージについては、BMI 値

を把握していない者が大半を占め、痩せなくて

良いのに痩せようとし、自身の健康に悪影響を

及ぼす可能性が示唆された。 
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                          n        %         

知らない　　　　　　　27　　 55.1%     

18.5未満　　　　　　　7　  　14.3%

18.5以上25未満　  14　  　28.6%

25以上30未満　　　　1      2.0%      


